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62-2613

保 育 園

幼 稚 園

平成２１年度

保育園・幼稚園

　
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
（
公
立
・
私
立
）

で
は
、
平
成
21
年
度
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。 

    

■
募
集
施
設
　
▽
下
記
一
覧
に
記
載 

■
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
は
・
・
・ 

　
お
お
む
ね
生
後
３
カ
月
か
ら
５
歳
ま
で
で
、 

両
親
が
共
働
き
な
ど
の
事
情
で
家
庭
で
保
育 

で
き
な
い
お
子
さ
ん
で
す
。 

■
受
付
期
間 

　
12
月
１
日（
月
）〜
12
月
19
日（
金
） 

■
申
込
方
法
・
申
込
先
　 

　
認
定
こ
ど
も
園
（
鷹
巣
保
育
園
）
を
含
め
、

市
福
祉
事
務
所
福
祉
課
（
各
支
所
市
民
福
祉

課
）
又
は
各
保
育
園
に
備
え
付
け
の
入
園
申

込
書
に
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
市
内
に
住
所
を
有
す
る
お
子
さ
ん
が
、
他

の
市
町
村
の
保
育
園
に
入
園
を
希
望
す
る
場

合
は
、
市
福
祉
事
務
所
福
祉
課
（
各
支
所
市

民
福
祉
課
）
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。 

■
入
園
に
つ
い
て 

　
入
園
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
先
着
順
で
は

な
く
申
込
期
間
内
に
受
付
し
た
も
の
を
取
り

ま
と
め
、
審
査
の
上
決
定
し
ま
す
。
期
間
を

過
ぎ
た
申
込
は
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

　
市
福
祉
事
務
所
福
祉
課
�

62-

１
１
１
３ 

　
合
川
支
所
市
民
福
祉
課
�

78-

２
１
１
６ 

　
森
吉
支
所
市
民
福
祉
課
�

72-

３
１
１
６ 

　
阿
仁
支
所
市
民
福
祉
課
�

82-

２
１
１
２ 

　
各
保
育
園
（
下
記
一
覧
参
照
） 

    

■
募
集
施
設
　
▽
市
立
た
か
の
す
幼
稚
園 

■
募
集
人
員
　
35 
人 

■
募
集
区
分 

　
４
歳
児
（
平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

17
年
４
月
１
日
ま
で
の
出
生
児
）
。
な
お
、

５
歳
児
も
合
わ
せ
て
募
集
し
ま
す 

■
受
付
期
間 

　
12
月
１
日（
月
）〜
12
月
19
日（
金
） 

■
申
込
方
法
・
申
込
先 

入
園
希
望
の
方
は
、
所
定
の
書
類
（
幼
稚

園
お
よ
び
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）
に

記
入
の
う
え
、
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

■
選
考
方
法
　(

イ)

書
類
選
考
（
ロ)

面
接
選

考
（
ハ)

身
体
検
査
な
ど
の
方
法
に
よ
り

平
成
21
年
２
月
下
旬
ま
で
に
入
園
決
定
を

保
護
者
に
通
知
し
ま
す
。 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

　
た
か
の
す
幼
稚
園
�

62-

２
６
１
３ 

    

■
募
集
施
設
　 

▽
認
定
こ
ど
も
園
し
ゃ
ろ
ー
む
（
私
立
） 

※
保
育
園
と
幼
稚
園
を
併
設
し
た
「
幼
保
連

携
型
施
設
」
で
す
。
機
能
及
び
募
集
人
員
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

■
募
集
区
分 

▽
長
時
間
部
（
鷹
巣
保
育
園
） 

　
＝
０
歳
児
〜
５
歳
児 

▽
短
時
間
部
（
鷹
巣
教
会
幼
稚
園
）
　 

　
＝
３
歳
児
〜
５
歳
児
　
※
各
年
齢
ご
と
に

募
集
人
数
が
異
な
り
ま
す
。 

■
申
込
方
法
　 

▽
長
時
間
部
（
保
育
園
機
能
） 

　
上
記
の
保
育
園
と
同
じ
で
す
。 

▽
短
時
間
部
（
幼
稚
園
機
能
）  

　
11
月
１
日
か
ら
受
付
中
で
す
。
受
け
入
れ

が
可
能
か
ど
う
か
園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

鷹巣地区 

 

鷹巣地区 

 （私）認定こども園しゃろーむ 東横町10-34 62-1049・62-1249

幼保連携型施設（鷹巣保育園・鷹巣教会幼稚園） 

※ 

※住所要件があります 

保健センター「心の健康づくり講座」から

　
講
座
で
は
北
秋
田
警
察
署
の
田
口
正

彦
生
活
安
全
係
長
が「
北
秋
田
管
内
の
自

殺
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
講
話
。
ま

た
、秋
田
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の

草
薙
孝
悦
常
任
理
事
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
づ
く
り
の
実
技
と
講
話
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
田
口
講
師
は
、は
じ
め
に
県

の
統
計
数
値
を
紹
介
。▽
平
成
19
年
中
の

秋
田
県
の
自
殺
者
数
は
４
１
７
人
と
、前

年
度
比
で
76
人
減
少
し
て
い
る
も
の
の

依
然
と
し
て
死
亡
率
は
全
国
で
最
も
高

い
▽
年
代
別
で
は
50
歳
代
が
98
人(

23
・

５
％)

で
最
も
多
く
、
次
い
で
60
歳
代
の

66
人
（
15
・
９
％
）
、
70
歳
代
の
65
人
（
15
・

５
％
）の
順
に
な
っ
て
い
る
▽
65
歳
以
上

の
高
齢
者
は
１
４
５
人
で
、
全
体
の
34
・

８
％
を
占
め
て
い
る
▽
原
因
・
動
機
別
で

は
、健
康
問
題
が
１
５
４
人
で
全
体
の
33

・
２
％
を
占
め
最
も
多
く
、次
い
で
経
済
・

生
活
問
題
92
人（
19
・
８
％
）、家
庭
問
題

40
人
（
８
・
６
％
）
と
な
っ
て
い
る
、
と
県

内
の
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
男
女
別
で
は
、
男
性
が
３
０
９

人
に
対
し
、女
性
が
１
０
８
人
と
男
性
が

女
性
の
３
倍
近
い
人
数
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
一
方
、北
秋
田
管
内
で
は
、「
平
成
19
年

中
の
自
殺
者
数
は
16
人
。自
殺
者
の
平
均

年
齢
は
57
・
３
歳
。
70
歳
代
が
４
人
、
80
歳

代
が
３
人
と
高
齢
者
が
多
い
。ま
た
自
殺

場
所
は
自
宅
が
最
も
多
い
」
、
と
実
態
を

紹
介
。 

　
自
殺
の
原
因
に
つ
い
て
は
、「
県
全
体

の
自
殺
者
数
の
う
ち
33
・
２
％
、
管
内
で

は
43
％
が
健
康
上
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

う
つ
病
な
ど
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
が
、病
院
に
か
か
っ
て
い
な
い
だ
け
で

う
つ
の
傾
向
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」と

分
析
し
、う
つ
病
が
自
殺
の
大
き
な
要
因

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、「
あ
る
経
済
学
者
は
、人
が
最

も
効
率
よ
く
働
く
た
め
の
要
素
は『
生
き

が
い
』で
あ
る
と
す
る
学
説
を
述
べ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
言
い
換
え
れ
ば
生
き
が
い

が
な
い
と
働
け
な
い
、生
き
て
い
け
な
い
、

と
い
う
こ
と
。
生
き
が
い
と
は
何
か
。
人

の
た
め
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
す

る
こ
と
で
は
な
い
か
」と
持
論
を
述
べ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、自
身
が
担
当
し
た
高
齢
者
の
ケ
ー

ス
を
紹
介
し
た
上
で
、「
家
族
に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
の
で
は
、
必
要
と
さ
れ
て

い
な
い
の
で
は
、
と
感
じ
た
こ
と
で
生

き
が
い
を
持
て
な
く
な
っ
た
こ
と
が
原

因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
」「
昨
年

の
自
殺
者
の
ほ
と
ん
ど
は
家
族
の
い
る

人
だ
っ
た
が
、身
近
に
い
る
家
族
は
、
逆

に
そ
の
兆
候
に
気
が
つ
き
に
く
い
の
か

も
し
れ
な
い
」と
自
殺
者
の
心
理
な
ど
に

つ
い
て
触
れ
、「
高
齢
者
に
対
し
て
は
周

囲
の
人
が
気
遣
い
声
を
か
け
て
あ
げ
る

こ
と
で
、自
殺
を
防
げ
た
の
で
は
」、と
振

り
返
り
家
族
や
地
域
住
民
に
よ
る
声
が

け
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
ま
し
た
。  

　
続
い
て
、秋
田
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
の
草
薙
孝
悦
常
任
理
事
を
講
師
に
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
の
実
技
と
講
話

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
実
技
で
は
、誕
生
日
の
順
番
で
並
ん
だ

隣
同
士
で
言
葉
を
交
わ
し
合
っ
た
り
、肩

を
た
た
き
合
う
な
ど
言
葉
と
動
作
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し
た
。 

　
草
薙
講
師
は
、「
『
ど
さ
、
湯
さ
』
な
ど

の
会
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、秋
田
県
人

は
会
話
を
少
な
い
こ
と
ば
で
済
ま
せ
る

傾
向
が
あ
る
が
、家
庭
や
地
域
の
中
で
声

を
掛
け
合
う
こ
と
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
輪
が
広
ま
る
」
と
、
声
が
け
や
あ
い

さ
つ
の
効
用
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
な
お
、次
回
の
心
の
健
康
づ
く
り
講
座

は
、
12
月
17
日（
水
）、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
す
。聴
講
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�

62-

６
６
６

６
）ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▲コミュニケーションと「心の健康づくり」を学びました

認定こども園
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阿仁川河川災害復旧助成事業�安全祈願式／市長日誌

　
チ
ェ
ン
ソ
ー（
回
転
の
こ
ぎ
り
）を
使
っ

た
彫
刻「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
」作
品
の

制
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
北
秋
田
チ
ェ
ン

ソ
ー
ク
ラ
ブ（
福
森
卓
会
長
）か
ら
北
秋
田

市
へ
の
作
品
の
贈
呈
式
が
11
月
12
日
、
市

役
所
玄
関
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
は
、
木
を
切
る
道

具
・
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
い
動
物
な
ど
の
彫

刻
作
品
を
作
り
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
音
を
響

か
せ
な
が
ら
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
操
り
、
短
時

間
で
作
品
を
仕
上
げ
る
過
程
は
、
ス
ポ
ー

ツ
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
要
素
を
兼
ね
備

え
、
ま
た
、
建
築
材
に
は
不
向
き
な
杉
の

伐
根
部
分
な
ど
を
素
材
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
か
ら
、
森
林
保
全
に
も
役
立
ち
、
地

球
に
優
し
い
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て

年
々
愛
好
者
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
贈
呈
式
で
は
、
福
森
会
長
が
佐
藤
修
助

副
市
長
に
作
品
の
目
録
を
手
わ
た
し
た
後
、

２
体
の
作
品
を
除
幕
、
集
ま
っ
た
市
民
ら

に
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。 

　
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
高
頭

義
幸
さ
ん
と
成
田
耕
造
さ
ん
、
ま
た
10
月

25
日
・
26
日
に
開
催
さ
れ
た
北
秋
田
市
産

業
祭
で
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
西

間
健
さ
ん（
岩
手
県
岩
泉
町
）が
制
作
し
た

10
作
品
。
こ
の
う
ち
高
頭
さ
ん
は
「
鷹
の

親
子
」、
成
田
さ
ん
は「
フ
ク
ロ
ウ
の
親
子
」、

西
間
さ
ん
は「
鯉
の
滝
登
り
」な
ど
８
体
を

制
作
、
い
ず
れ
も
高
さ
が
１
４
０
㎝
か
ら

１
８
０
㎝
ほ
ど
と
大
き
く
、
見
ご
た
え
の

あ
る
作
品
ば
か
り
で
す
。 

　
福
森
さ
ん
は
、
「
市
の
施
設
な
ど
で
活

用
し
、
市
民
に
喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
う
れ

し
い
。
ま
た
、
地
域
の
林
業
や
北
秋
田
市

の
Ｐ
Ｒ
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
」
、
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 

　
作
品
は
、
贈
呈
式
の
あ
と
、
市
役
所
ほ

か
合
川
・
森
吉
・
阿
仁
支
所
お
よ
び
米
内

沢
病
院
に
各
２
体
が
運
搬
さ
れ
、
玄
関
ホ

ー
ル
等
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
各
施
設
に

お
出
で
の
際
は
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
作
品
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▲１０作品を寄贈した北秋田チェンソーアー

トクラブの福森卓会長（左） 

内陸線フォーラム／秋田杉のチェンソーアート作品を寄贈

　
昨
年
９
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
、
甚

大
な
被
害
が
あ
っ
た
阿
仁
川
の
復
旧
改
良

を
行
う
、
阿
仁
川
河
川
災
害
復
旧
助
成
事

業
の
安
全
祈
願
式
が
11
月
17
日
に
増
沢
地

区
阿
仁
川
付
近
で
行
わ
れ
、
国
、
県
、
市

等
関
係
者
約
40
人
が
参
加
し
、
災
害
の
再

発
防
止
と
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
災
害
復
旧
助
成
事
業
は
、
河
川
ま
た
は

護
岸
の
被
害
が
激
甚
で
あ
り
、
災
害
復
旧

工
事
の
み
で
は
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き

な
い
場
合
に
、
災
害
復
旧
事
業
費
に
改
良

復
旧
事
業
費
を
加
え
て
一
定
の
計
画
に
よ

り
施
行
す
る
改
良
工
事
で
す
。 

　
阿
仁
川
河
川
災
害
復
旧
助
成
事
業
で
は
、

全
体
事
業
費
が
１
０
６
億
円
、
平
成
19
年

度
か
ら
23
年
度
ま
で
の
事
業
期
間
で
行
わ

れ
ま
す
。
増
沢
地
区
か
ら
五
味
堀
地
区
ま

で
の
延
長
28
㎞
に
わ
た
り
、
５
地
区
に
分

か
れ
て
、
堤
防
を
築
い
た
り
、
川
幅
を
広

げ
る
な
ど
の
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
日
、
増
沢
地
区
高
長
橋
下
流
付
近

で
行
わ
れ
た
安
全
祈
願
式
で
は
神
事
の
あ

と
、
藤
田
了
次
北
秋
田
地
域
振
興
局
長
、

岸
部
市
長
ら
代
表
６
人
が
く
わ
入
れ
を
行

い
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
式
典
が

行
わ
れ
、
藤
田
振
興
局
長
は
「
平
成
19
年

度
、
20
年
度
の
事
業
費
は
全
体
の
75
％
と

な
っ
て
お
り
、
短
期
間
に
集
中
的
に
投
資

し
、
事
業
効
果
の
早
期
発
現
を
図
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
工
事
を
安
全
に
進
め
て
早

期
完
成
を
目
指
し
て
ゆ
き
た
い
」と
式
辞
。 

　
ま
た
、
岸
部
市
長
は
「
再
び
災
害
が
起

ら
な
い
よ
う
に
、
事
業
採
択
し
て
い
た
だ

い
た
。
短
期
間
で
集
中
的
に
事
業
を
進
め

て
下
さ
る
と
の
こ
と
で
、
地
元
と
し
て
は

大
変
あ
り
が
た
い
。
地
域
住
民
に
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、事
業
報
告
が
行
わ
れ
、内
容
の

詳
細
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
、
事
業
の

安
全
を
祈
願
し
、安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

▲力強くくわ入れを行い、工事の安全を祈願

した阿仁川河川災害復旧助成事業安全祈願式 

◇
11
月
１
日
〜
15
日 

市
長
日
誌 

１
日（
土
）▽
第
３
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
に
出
席（
市
文
化
会
館
） 

２
日（
日
）▽
北
秋
田
市
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

出
席（
駅
前
商
店
街
） 

４
日（
火
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
議
会
臨
時
会
に
出
席（
公
立
米
内

沢
病
院
） 

５
日（
水
）▽
平
成
20
年
北
秋
田
市
議
会
第
３
回
臨
時
会
に
出
席（
市
議
事
堂
）▽
北

秋
田
市
議
会
議
員
全
員
協
議
会
に
出
席（
市
役
所
大
会
議
室
）▽
市
立
阿
仁

病
院
運
営
協
議
会
に
出
席（
阿
仁
病
院
） 

６
日（
木
）▽
県
道
矢
坂
糠
沢
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
に
出
席（
ゆ
と
り
あ
藤
里
）

▽
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校
新
校
舎
落
成
式
に
出
席（
同
校
） 

７
日（
金
）▽
12
月
補
正
予
算
案
の
査
定
を
実
施（
市
役
所
） 

８
日（
土
）▽
北
秋
田
市
文
化
祭
開
会
行
事
・
表
彰
式
に
出
席（
文
化
会
館
） 

９
日（
日
）▽
第
15
回
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
女
性
部
大
会
に
出
席（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

10
日
（
月
）
▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
用
務
で
県
庁
を
訪
問

（
県
庁
）▽
勤
続
30
年
の
市
職
員
に
対
し
県
市
長
会
表
彰
を
伝
達（
応
接
室
） 

11
日（
火
）▽
11
月
定
例
記
者
会
見
を
実
施（
大
会
議
室
）▽
阿
仁
ス
キ
ー
場
の
冬
季

ゴ
ン
ド
ラ
運
行
に
か
か
る
支
援
要
請
で
県
産
業
経
済
労
働
部
長
へ
要
望
書

を
提
出（
県
庁
）▽
秋
田
県
知
事
と
秋
田
県
市
町
村
長
と
の
行
政
懇
談
会
に

出
席 

12
日（
水
）▽
新
病
院
用
務
で
弘
前
大
学
附
属
病
院
を
訪
問（
弘
前
市
） 

13
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
決
算
特
別
委
員
会
総
括
質

疑
に
出
席（
第
１
会
議
室
）▽
下
水
道
事
業
運
営

審
議
委
員
会
で
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
諮
問

（
分
庁
舎
会
議
室
） 

14
日（
金
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会

社
取
締
役
会
に
出
席（
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
）

▽
綴
子
地
区
行
政
懇
談
会
に
出
席
（
綴
子
集
落

基
幹
セ
ン
タ
ー
） 

▲11月定例記者会見で（11/11） 
た
か
と
う 

　
内
陸
線
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、11
月
23
日
、
阿

仁
打
当
温
泉
﹁
マ
タ
ギ
の
湯
﹂
で
開
催
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
約
１
２
０
人
が
参
加
し
て
、

読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
の
橋
本
五
郎
さ

ん
︵
三
種
町
出
身
︶
を
は
じ
め
パ
ネ
ラ
ー
か

ら
の
提
言
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
内
陸
線
存

続
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

�

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
秋
田
内
陸
線
地

域
活
性
化
推
進
委
員
会
︵
会
長
　
岸
部
陞

市
長
︶
の
主
催
で
す
が
、
去
る
９
月
５
日
に

西
木
正
明
さ
ん
や
浅
利
香
津
代
さ
ん
ら
の

呼
び
か
け
で
開
催
さ
れ
た
﹁
な
ん
と
か
し

ね
ば
ね
！
秋
田
内
陸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
の

第
２
弾
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
日
本
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
の
山
王
丸
和
恵
さ
ん
︵
秋
田
市

出
身
︶
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
５
人
の
パ
ネ

ラ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
績
を
紹
介
し
な
が

ら
内
陸
線
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み
を
提

言
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
橋
本
さ
ん
は
、﹁
地
元
の
危
機
感

を
県
全
体
の
課
題
と
し
て
考
え
る
大
事
な

機
会
。
全
国
か
ら
叡
智
、
ア
イ
デ
ア
を
集
め

て
内
陸
線
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂

な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。�

　
パ
ネ
ラ
ー
の
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
存

続
を
考
え
る
会
の
佐
藤
信
夫
会
長
は
﹁
自

治
会
な
ど
に
回
数
券
の
購
入
を
協
力
し
て

も
ら
っ
て
い
る
が
、
高
齢
化
と
人
口
減
少

で
地
元
の
利
用
に
も
限
界
が
あ
り
、
ほ
か

か
ら
の
誘
客
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂

と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
田
内
陸
線
エ
リ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
森
光
信
会
長
は﹁
な

い
り
っ
く
ん
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
を

つ
く
り
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
い
る
。
列
車
に

手
を
振
る
こ
ど
も
の
姿
を
見
て
感
動
し
た
﹂

な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
橋
本
さ
ん
が
﹁
思
い
の
た
け
を

語
り
合
っ
て
、
明
る
い
展
望
が
開
け
た
感

じ
が
し
た
。
内
陸
線
を
守
る
取
り
組
み
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
﹂
と

今
後
の
抱
負
を
述
べ
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
閉

じ
ま
し
た
。

▲橋本さんと山王丸さんが参加し、内陸線存続

への思いを新たにした内陸線フォーラム 
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生
前
の
功
績
が
称
え
ら
れ
る 

　
元
鷹
巣
阿
仁
広
域
消
防
本
部
消
防
次
長
の
故
小
野

昭
治
氏
（
大
町
）
が
正
七
位
に
叙
せ
ら
れ
、
11
月
11
日
、

市
役
所
に
お
い
て
、
藤
田
了
次
北
秋
田
地
域
振
興
局

長
か
ら
ご
子
息
の
小
野
清
治
さ
ん
に
位
記
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。 

　
小
野
氏
は
、昭
和
19
年
に
鷹
巣
町
警
防
団
常
備
消
防

部
に
助
手
と
し
て
勤
務
し
て
以
来
、広
域
消
防
本
部
の

消
防
次
長
と
し
て
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
43
年
間
消
防

業
務
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。永
年
に
わ
た
っ
て
消
防
施

設
の
強
化
や
消
防
団
の
指
導
な
ど
に
熱
心
に
取
り
組

み
、
そ
の
貢
献
と
実
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

　
位
記
の
伝
達
に
あ
た
り
、
藤
田
局
長
は
、
氏
の
功

績
を
称
え
な
が
ら
ご
子
息
清
治
さ
ん
に
弔
慰
と
氏
の

生
前
の
貢
献
に
対
す
る
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。 

〜
故
小
野
昭
治
氏
が
正
七
位
に
叙
せ
ら
れ
る 

〜
防
犯
活
動
が
認
め
ら
れ 

城
口
健
治
さ
ん 

　
地
域
で
の
防
犯
活
動
に
よ
り
全
国
防
犯
功
労
栄
誉

銀
賞
を
受
賞
し
た
城
口
健
治
さ
ん（
79
歳
・
坊
沢
）が

11
月
10
日
、
市
役
所
を
訪
れ
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
城
口
さ
ん
は
、
現
在
も
市
防
犯
協
会
坊
沢
支
部
の

理
事
と
し
て
会
員
の
先
頭
に
立
ち
、
防
犯
予
防
活
動

の
推
進
と
地
域
住
民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
受
賞
は
、
支
部
を

は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
こ

れ
か
ら
も
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
防
犯
活
動
に
取
り

組
み
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
報
告
を
受
け
た
畠
山
勇
悦
総
務
部
長
は
、「
受
賞
は

後
に
続
く
人
た
ち
に
大
き
な
励
み
に
な
る
。
地
域
の

安
全
・
安
心
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
」と
受
賞
を
称
え
、
激
励
し
ま
し
た
。 

全
国
防
犯
功
労
栄
誉
銀
賞
を
受
賞 

17
団
体
の
発
表
楽
し
む 

〜
第
29
回
婦
人
芸
能
祭 

　
北
秋
田
市
鷹
巣
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会（
中
嶋
喜
代

会
長
）が
主
催
す
る
第
29
回
婦
人
芸
能
祭
が
11
月
16
日
、

市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、満
場
の
観
衆
が
踊
り
や
歌
、

寸
劇
な
ど
の
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
同
協
議
会
は
、昭
和
55
年
に
旧
鷹
巣
町
の
各
地
区
婦

人
会
な
ど
の
女
性
グ
ル
ー
プ
ら
で
発
足
、現
在
は
22
団

体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
婦
人
芸
能
祭
ほ

か
、「
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り
」の
開
催
な
ど

活
発
な
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。
17

団
体
が
、
22
演
目
を
発
表
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち

は
、次
々
と
繰
り
出
さ
れ
る
各
団
体
の
熱
演
に
大
き
な

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

▲17団体が22の演目を午前・午後とそれぞ
れ発表し、満場の観衆を喜ばせました 

▲畠山総務部長に防犯栄誉銀賞の受賞を報
告する城口健治さん（左側） 

▲故小野昭治氏に対する位記の伝達を、藤田
局長から受けるご子息の清治さん 

ふ
る
さ
と
の
話
題
で
親
睦
を
深
め
る 

　
第
21
回
東
京
鷹
巣
会（
菊
地
靖
孝
会
長
）総
会
・
懇
親

会
が
11
月
16
日
、
東
京
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で

開
催
さ
れ
、
会
員
や
関
係
者
な
ど
約
１
２
０
名
が
参
加

し
、
郷
里
の
話
題
な
ど
で
旧
交
を
温
め
合
い
ま
し
た
。 

　
総
会
で
、
菊
地
会
長
は
「
21
回
目
の
鷹
巣
会
を
新

た
な
る
ス
タ
ー
ト
と
し
、
会
の
維
持
発
展
・
創
造
拡

大
さ
せ
る
た
め
ま
い
進
す
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
、

今
後
の
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
菊
地
会
長
や
佐
藤
副
市
長
、
来
賓
ら
の
鏡
割
り
で

始
ま
っ
た
懇
親
会
の
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
お
互
い
の

近
況
や
ふ
る
さ
と
の
話
題
で
話
が
は
ず
み
親
睦
を
深

め
合
い
ま
し
た
。 

　
最
後
に
は
、
全
員
で
万
歳
三
唱
を
し
て
、
来
年
の

再
会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

〜
第
21
回
東
京
鷹
巣
会
総
会 

▲威勢よく鏡割りを行い、会の維持発展・
創造拡大を誓った東京鷹巣会 

〜
市
社
会
教
育
委
員
長
の
木
村
常
蔵
さ
ん 

　
長
年
に
わ
た
る
社
会
教
育
委
員
と
し
て
の
功
績
が

評
価
さ
れ
、
全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
会
長
表
彰
を

受
け
た
北
秋
田
市
社
会
教
育
委
員
長
の
木
村
常
蔵
さ

ん
（
74
歳
・
坊
沢
）が
11
月
14
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

岸
部
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
木
村
さ
ん
は
「
平
和
で
豊
か
な
地
域
社
会
を
作
る

に
は
住
民
の
学
習
が
大
切
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
誰

も
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
地
域
に
愛
着
を
持
っ
て
暮

ら
せ
る
よ
う
活
動
に
取
り
組
み
た
い
」
な
ど
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。 

　
岸
部
市
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も
経
験
を
活
か
し
、
市

民
の
学
習
活
動
へ
の
助
言
・
指
導
や
地
域
の
発
展
に

貢
献
し
て
ほ
し
い
」
と
受
賞
を
称
え
る
と
と
も
に
今

後
の
活
動
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。 

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
会
長
表
彰
を
受
賞 

農
作
業
や
自
然
体
験
で
大
き
く
成
長 

〜
ま
と
び
学
園
収
穫
祭 

　
山
村
留
学「
ま
と
び
学
園
」第
16
期
生
の
収
穫
祭
が

11
月
16
日
、
学
童
研
修
セ
ン
タ
ー
（
三
木
田
）
で
保
護

者
や
受
け
入
れ
先
の
方
々
も
参
加
し
行
わ
れ
、
体
験

発
表
や
太
鼓
の
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。  

　
園
生
４
人
は
、
親
元
を
離
れ
生
活
し
て
き
た
体
験

を
そ
れ
ぞ
れ「
ス
イ
カ
作
り
体
験
」（
安
井
和
哉
さ
ん
・

小
４
）、「
秋
田
弁
に
つ
い
て
」（
仲
宗
根
瑠
美
さ
ん
・
小

６
）、「
私
の
研
究（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
か
ら
デ
ン
プ
ン
）」（
野

崎
あ
か
り
・
中
１
）、「
ぼ
く
の
サ
ト
イ
モ
づ
く
り
」（
菊

地
瞭
太
さ
ん
小
４
）と
題
し
体
験
発
表
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
あ
と
、「
心
の
収
穫
」
と
題
し
北
秋
田
市
で
の

生
活
で
得
た
こ
と
を
朗
読
す
る
と
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
、
こ
の
半
年
間
の
子
ど
も
た
ち
の
た
く
ま
し

い
成
長
ぶ
り
に
心
か
ら
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

▲自ら作成した資料をもとに、スイカ作り
体験を堂々発表する安井さん 

▲全国社会教育連合会長表彰の受賞を岸部
市長に報告する木村さん 
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寒さに負けずチームワークを発揮

鉱山跡と歴史ロマンに触れる

第１８回合川少年ドッジボール大会

阿仁公民館「歴史、自然のんびり探勝」講座

▼ 

　
11
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
第

18
回
合
川
少
年
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会 

▼ 

　
風
張
城
跡
な
ど
阿
仁
地
区
内
の
史
跡

を
巡
り
歴
史
の
ロ
マ
ン
に
触
れ
ま
し
た 

　第１８回合川少

年ドッジボール大

会が１１月１６日、

合川体育館で行わ

れ、地区ごとの小

学生で編成された１１

チームが冬を前に白熱し

たゲームを展開しました。 

　合川親の会連絡協議会と合川公民館の主催。子ども

たちの心身の健康増進と親睦交流を深めることなどを

目的としています。 

　チームは正選手８人、控え選手６人以内の男女混合

編成。１セット５分の３セットマッチで、２セット先

取で勝ち上がります。異学年同士ながらチームワーク

は抜群で、会場内からの声援を受け、熱気あふれるゲ

ームで汗を流しました。結果は次の通りです。 

▽優勝＝北地区Ａチーム▽準優勝＝川井・道城連合チ

ーム▽３位＝上杉Ｂチーム、南Ｂチーム 

 

　阿仁公民館では、阿仁地区の歴史、文化、景勝地

にふれながら散策をする「歴史、自然のんびり探勝」

講座を１０月２９日に開催しました。 

　戸島喬さんを案内人に迎え、吉田～小渕～三枚地

区について学びました。風張城跡から対岸の高田城跡、

戦国武将が埋蔵金を埋めたと言い伝えられる天館跡

を一望し、戦国ロマンに思いを馳せました。 

　また、三枚地区にある芭蕉の句碑、三枚鉱山跡、

発電所、寺子屋跡など、繁栄の証しを垣間見、地域 の歴史について学習を深めました。 

　
市
立
森
吉
図
書
館
で
は
読
書
週
間
を

含
む
１
ヶ
月
間
、
北
秋
田
市
内
の
小
学

校
３
校
（
合
川
南
小
学
校
・
合
川
北
小
学

校
・
前
田
小
学
校
）
へ
各
２
０
０
冊
、
計

６
０
０
冊
の
本
を
貸
し
出
し
ま
し
た
。 

　
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
児
童
の

読
書
活
動
の
推
進
を
目
的
に
、
県
立
図

書
館
、
鷹
巣
図
書
館
と
の
連
携
で
実
施

し
た
も
の
で
す
。 

          

　
貸
し
出
し
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に

県
立
図
書
館
及
び
森
吉
・
鷹
巣
図
書
館

の
担
当
が
学
校
へ
出
向
き
蔵
書
を
確
認
、

そ
の
上
で
学
校
か
ら
の
要
望
・
リ
ク
エ

ス
ト
な
ど
を
調
整
し
な
が
ら
、
各
図
書

館
の
本
を
準
備
し
ま
し
た
。 

　
配
置
に
つ
い
て
も
、
県
立
図
書
館
の

助
言
を
参
考
に
、
子
ど
も
た
ち
の
関
心

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
学
校
図
書
室
は
普
段
の
雰

囲
気
と
違
う
装
い
と
な
り
ま
し
た
。 

　
児
童
た
ち
は
、
図
書
担
当
の
先
生
か

ら
「
今
日
か
ら
借
り
ら
れ
ま
す
よ
」
と
説

明
を
受
け
る
と
、
本
が
並
べ
ら
れ
た
書

架
や
テ
ー
ブ
ル
を
取
り
囲
み
ど
の
本
を

選
ぼ
う
か
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

    

　
北
秋
田
市
鷹
巣
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
（
湊
屋
啓
二
会
長
）
主
催
の
「
親
子

de（
で
）
フ
ラ
ン
ス
料
理
」
が
11
月
15
日
、

市
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
16
組
の

親
子
35
人
が
本
格
的
な
フ
ラ
ン
ス
料
理

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。 

　
講
師
の
佐
藤
重
任
さ
ん
が
用
意
し
た

メ
ニ
ュ
ー
は
、
『
牛
肉
の
赤
ワ
イ
ン
煮
ボ

ル
ド
ー
風
ポ
ン
ム
・
ド
フ
ィ
ノ
ワ
ー
ズ

添
え
』
。
ラ
グ
ー
と
呼
ば
れ
、
シ
チ
ュ
ー

の
よ
う
に
素
材
を
じ
っ
く
り
と
煮
込
む

調
理
法
で
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
な
か
で

も
一
般
的
な
家
庭
料
理
と
し
て
有
名
で
す
。 

　
佐
藤
さ
ん
は
、
料
理
の
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
し
た
後
、
「
一
つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い

に
作
業
を
す
る
こ
と
が
美
味
し
く
仕
上

げ
る
コ
ツ
。
喜
ば
せ
た
い
人
の
顔
を
想

い
描
い
て
作
っ
て
」と
、話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
お
父
さ
ん
た
ち
に

手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
牛
肉
を
た
こ

糸
で
し
ば
っ
た
り
、
赤
ワ
イ
ン
と
フ
ォ

ン
ド
ボ
ー
を
加
え
煮
込
む
な
ど
約
４
時

間
を
か
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

　
心
を
込
め
て
自
分
た
ち
で
作
っ
た
料

理
は
、
こ
れ
ま
で
食
べ
た
フ
ラ
ン
ス
料

理
の
中
で
一
番
お
い
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

               

　
（
表
紙
か
ら
続
く
）
鷹
巣
祇
園
太
鼓
振

興
会（
今
立
明
会
長
）の
活
動
は
昭
和
60
年
、

「
太
鼓
の
里
づ
く
り
構
想
」
に
合
わ
せ
、

鷹
巣
銀
座
通
り
商
店
会
の
青
年
部
が
九
州
・

小
倉
に
伝
わ
る
「
祇
園
太
鼓
」
に
取
り
組

ん
だ
の
が
始
ま
り
。
祇
園
太
鼓
は
、
小

倉
以
外
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
は
北
秋

田
市
だ
け
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
振
興
会
で
は
そ
の
後
、
会
の
活
動
目
標

に
青
少
年
の
健
全
育
成
、
生
涯
教
育
の
奨

励
な
ど
を
掲
げ
、
各
地
区
の
小
学
校
な
ど

で
太
鼓
の
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
育
っ
た
会
員
は
１
５
０
０
人

以
上
。太
鼓
は
、地
区
の
祭
典
や
イ
ベ
ン
ト
、

学
校
行
事
な
ど
で
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
第
18
回
審
査
会
受
賞
者
の
う
ち
、
最

優
秀
賞
と
優
秀
賞
は
次
の
通
り
で
す
。 

■
個
人
の
部
▽
最
優
秀
賞
＝
上
野
拓
己
、

佐
藤
皓
汰
（
鷹
巣
西
小
学
校
区
）
▽
優
秀

賞
＝
相
馬
諒
、
大
関
佳
也
乃
（
鷹
巣
小
学

校
区
） 

■
団
体
の
部
▽
最
優
秀
賞
＝
鷹
巣
西
小

学
校
区
▽
優
秀
賞
＝
鷹
巣
小
学
校
区 

      

▲図書館から貸し出された本は、子ども

たちの興味を引くように並べられました 

▲１６組の親子が約４時間をかけて本格的な

フランス料理に挑戦しました 

▲祇園太鼓は、ジャンガラと呼ばれる鉦をリ

ード役に２人で呼吸を合わせて打ちます 

し
げ
と
う 

かね 
た
く
み 

こ
う
た 

か
や
の 

り
ょ
う 

北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA
MANABI NO HIROBA

　 

　
自
分
で
し
め
飾
り
を
作
り
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
新

年
を
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
12
月
14
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

場
　
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
　
木
村
正
彦
さ
ん
　 

材
料
費
　
３
０
０
円
程
度 

定
　
員
　
15
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
） 

対
　
象
　
小
学
生
以
上
ど
な
た
で
も 

　
　
　
　（
親
子
で
の
参
加
も
で
き
ま
す
） 

申
込
期
限
　
12
月
10
日（
水
） 

そ
の
他
　
昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
込
み
・
問
合
せ

　
森
吉
公
民
館
　
　
72-

３
２
５
９ 

    

　
プ
ロ
の
指
導
で
そ
ば
打
ち
に
挑
戦
！
自
分
で
打
っ

た
そ
ば
は
味
わ
い
も
格
別
で
す
。

日
　
時
　
12
月
18
日（
木
）午
前
９
時
〜
正
午 

場
　
所
　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

講
　
師
　
若
松
康
夫
さ
ん 

材
料
代
　
１
４
０
０
円
程
度（
持
ち
帰
り
含
） 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、 

　
　
　
　
手
拭
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
等 

定
　
員
　
10
人（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

申
込
期
限
　
12
月
８
日（
月
）
　 

　
合
川
公
民
館
　
　
78-

２
１
１
４ 
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■公民館 
北秋田市中央公民館 �６２－１１３０ 

【ロビー展】和紙のおり絵 

▼12/４（水）公開講座「園芸講座」＝

13:30～15:30 

▼12/８（月）母と子のわくわく広場＝

10:00～11:30 

▼12/13（土）「トライあんぐる」クリス

マスツリーと正月飾り作り＝9:00～12:00 

合川公民館　　　  �７８－２１１４ 

【ロビー展】織り姫クラブ 

▼12/９（火）カギ針で編むおしゃれベ

スト教室＝13:00～16:00 

森吉公民館　　 　 �７２－３２５９ 

【サロン展】ＮＰＯ森吉山ネイチャー協会写真展 

▼12/４（木）手打ちそば体験講座(前

田公民館)＝9:00～13:00 

▼12/５（金）手打ちそば体験講座(森

吉公民館)＝9:00～13:00 

▼12/13（土）第３回我が家の味自慢大

会「漬け物コンクール」＝10:00～11:30 

▼12/14（日）しめ飾りづくり教室＝ 

10:00～15:00 

阿仁公民館　　　  �８２－２２２０ 

【ロビー展】陶芸展 

▼12/２（火）手作りろうそく作り教室

＝13:00～15:00 

▼12/３（水）婦人会体力づくり交流会

＝10:00～12:00 

■文化会館 
▼12/６（土）第12回バレエコンサート

＝18:00～　3500円（前売3000円）   

▼12/７（日）上映会「ふるさとをくだ

さい」＝14:30～　大人1200円（前売

1000円）、子供600円（前売500円）  

▼12/14（日）上映会「パコと魔法の絵本」

＝①10:30～②12:30～③14:30～　大

人1500円（前売1300円）、学生1200円（前

売1000円）、中学生以下1000円（前売800円） 

■スポーツ 
▼12/３（水）・10（水）北秋田市８人制

バレーボール教室＝鷹巣体育館 

▼12/６（土）スポーツセンター杯バ

スケットボール大会＝森吉総合スポー

ツセンター 

▼12/13（土）第22回森吉地区なわと

び大会＝森吉総合スポーツセンター 

■
中
央
公
民
館
公
開
講
座 

①
《
お
正
月
料
理
講
座
》 

期
日
　
12
月
16
日（
火
） 

時
間
　
９
時
30
分
〜
13
時
頃 

場
所
　
中
央
公
民
館
調
理
室 

内
容
　
お
正
月
に
作
り
た
い
料
理
数
品 

講
師
　
田
村
弘
子
氏（
料
理
研
究
家
） 

定
員
　
20
人（
先
着
順
） 

参
加
費
　
１
５
０
０
円
程
度（
材
料
代
） 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具 

申
込
期
間
　
12
月
１
日（
月
）〜
８
日（
月 

） 

②
《
ク
リ
ス
マ
ス
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
》 

期
日
　
12
月
20
日（
土
） 

時
間
　
９
時
30
分
〜
13
時
頃 

場
所
　
中
央
公
民
館
調
理
室 

対
象
　
小
学
生
以
上
と
保
護
者（
祖
父
母
可
） 

内
容
　
親
子
で
香
味
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
、超

簡
単
テ
ィ
ラ
ミ
ス
ほ
か
２
品
を
作
り
ま
す 

講
師
　
田
村
弘
子
氏（
料
理
研
究
家
） 

定
員
　
16
組（
先
着
順
） 

参
加
費
　
親
子
１
組
１
５
０
０
円
程
度

（
人
数
増
は
１
人
５
０
０
円
追
加
） 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具 

申
込
期
限
　
12
月
１
日（
月
）〜
15
日（
月 

） 

③
《
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
講
座
》 

日
時
　
12
月
22
日（
月
）　
10
時
〜
12
時
頃 

場
所
　
中
央
公
民
館
調
理
室 

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
用
キ
ャ
ン
ド
ル
ほ
か 

講
師
　
小
林
順
子
氏
（
手
作
り
ろ
う
そ

く
作
家
） 

定
員
　
20
人（
先
着
順
） 

参
加
費
　
１
５
０
０
円 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン 

申
込
期
限
　
12
月
１
日（
月
）〜
17
日（
水
） 

④
《
文
化
財
に
つ
い
て
の
講
演
会
》 

期
日
　
12
月
11
日（
木
）
　 

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時 

場
所
　
中
央
公
民
館
３
階
大
教
室 

演
題
　「
文
化
財
の
保
存
と
活
用
」 

講
師
　
田
中
博
光
氏
（
県
教
育
庁
生
涯

学
習
課 

文
化
財
保
護
室 

学
芸
主
事
） 

受
講
料
　
無
料（
事
前
に
申
込
み
く
だ
さ
い
） 

◎
公
開
講
座
①
〜
④
の
申
込
み 

　
　 

　
中
央
公
民
館
　
�

62-

１
１
３
０ 

■
お
正
月
用
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト 

期
日
　
12
月
26
日（
金
） 

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時 

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
荒
川
弘
子
氏（
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ

プ
荒
川
） 

定
員
　
15
人（
先
着
順
）
　 

持
ち
物
　
花
バ
サ
ミ（
万
能
バ
サ
ミ
可
） 

受
講
料
　
２
０
０
０
円（
花
代
、容
器
代
） 

申
込
期
限
　
12
月
24
日（
水
） 

　
申
込
み
　
森
吉
公
民
館 

　
　
　
　
　
　
　
　 

�

72-

３
２
５
９ 

 

■「
学
力
向
上
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」 

　 

〜
秋
田
わ
か
杉
っ
子
学
び
充
実
事
業 

　
県
教
育
委
員
会
主
催
の
「
学
力
向
上

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
鷹
巣
小
学
校
、
鷹

巣
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
す
。
多
数
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

期
日
　
12
月
21
日（
日
） 

時
間
　
10
時
〜
16
時
10
分 

場
所
　（
午
前
）鷹
巣
小
学
校
、鷹
巣
中
学
校 

　
　
　（
午
後
）鷹
巣
中
学
校 

内
容
　（
午
前
）各
会
場
に
て
公
開
授
業
・

懇
談
会
／
（
午
後
）
鷹
巣
中
学
校
に
て
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
フ
ロ
ア
と

の
意
見
交
換
会 

　
申
込
み
　
県
教
育
庁
北
教
育
事
務
所 

　
　
　
　
　
　
　
　 

�

62-

１
２
１
７ 

 

　
　 

  

  

■
母
子
健
康
手
帳
交
付 

期
日
・
場
所 

　
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　 

　
　
12
月
１
日（
月
）、15
日（
月
）、22
日（
月
） 

　
▼
森
吉
支
所
　
12
月
８
日（
月
） 

　
▼
阿
仁
支
所
　
12
月
19
日（
金
） 

　
▼
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
12
月
26
日（
金
） 

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

※
記
入
用
紙
が
あ
り
、手
続
き
終
了
ま

で
約
50
分
か
か
り
ま
す
。余
裕
を
も
っ

て
お
い
で
く
だ
さ
い
　 

■
健
康
相
談 

期
日
・
場
所 

　
▼
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
12
月
４
日（
木
） 

　
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
12
月
10
日（
水
） 

　
▼
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー
　
12
月
11
日（
木
） 

　
▼
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
12
月
25
日（
木
） 

時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

内
容
　
健
康
相
談
、
血
圧
測
定
等 

持
ち
物
　
健
康
手
帳（
な
い
方
は
相
談

時
に
お
渡
し
し
ま
す
） 

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種 

期
日
　
12
月
11
日（
木
） 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

受
付
時
間
　
13
時
〜
13
時
30
分 

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票 

■
心
の
健
康
づ
く
り
講
座 

期
日
　
12
月
17
日（
水
） 

時
間
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

▼
講
話
　「
心
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

　
と
は
」　 

　
講
師
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
自
殺
予

　
防
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
委
員 

▼
講
話
　「
死
別
の
悲
し
み
に
向
き
あ

　
う
」〜
自
死
遺
族
ケ
ア
か
ら
　 

　
講
師
　
涌
井
真
弓
氏（
秋
田
グ
リ
ー

　
フ
ケ
ア
研
究
会
代
表
）
　 

申
込
期
限
　
12
月
10
日（
水
） 

※
各
地
区
よ
り
バ
ス
が
出
ま
す
。
申
込

み
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で 

■
精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健
相
談 

・
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談（
要
予
約
） 

期
日
　
12
月
18
日（
木
） 

場
所
　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
２
階
相
談
室 

受
付
時
間
　
15
時
〜
16
時 

相
談
時
間
　
15
時
〜
17
時 

相
談
対
応
医
師
　
保
健
所
嘱
託
医 

申
込
み
　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部 

　
　
　
　
　
　
　
　 

�

62-

１
１
６
５ 

お
知
ら
せ

問 

問 

料 

健
　
康�　

保
健
セ
ン
タ
ー
　

62-

６
６
６
６

問 

料 

料 

12月17日（水）全血 

13:20～14:20

10:00～12:00

14:40～16:00

ケアタウンたかのす 

県立鷹巣農林高校 

いとくたかのすモール 

　
会
社
な
ど
を
定
年
退
職
し
た
64
歳
ま
で
の
人
と
そ
の
家
族（
被
扶
養
者
）は
、退

職
者
医
療
制
度（
※
国
保
退
職
被
保
険
者
証
交
付
）に
よ
っ
て
診
療
を
受
け
ま
す
。 

　
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、年
金
証
書
を
受
け
取
っ
て
14
日

以
内
に
国
保
窓
口
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。 

対
象
に
な
る
人
（
次
の
条
件
に
す
べ
て
当
て
は
ま
る
人
） 

本

人

 

被

扶

養

者

 

▽
退
職
者
本
人
の
直
系
尊
属
、
配
偶

　
者（
内
縁
で
も
可
）と
、３
親
等
以
内

　
の
親
族
、又
は
配
偶
者
の
父
母
と
子 

▽
国
保
加
入
者
で
64
歳
ま
で
の
人 

▽
年
間
の
収
入
が
１
３
０
万
円
（
60

　
歳
以
上
の
人
や
障
害
者
は
１
８
０

　
万
円
）未
満
の
人 

▽
国
保
加
入
者
で
64
歳
ま
で
の
人 

▽
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
の
年

　
金
を
受
け
て
お
り
、
加
入
期
間
が

　
20
年
以
上
も
し
く
は
40
歳
以
降
10

　
年
以
上
あ
る
人 

医
療
費
の
負
担
割
合 

本

人

 

被

扶

養

者

 

▽
外
来
・
入
院
と
も
に
３
割
負
担
で
す 

　
※
義
務
教
育
就
学
前
は
２
割 

　
※
入
院
時
の
食
事
代
は
、
国
保
と
同
様
の
負
担 

◆
加
入
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！ 

▽
医
療
費
の
自
己
負
担
額
は
、一
般
の
国
保
加
入
者
と
同
じ
３
割
で
す
が
、給
付

費（
被
保
険
者
の
負
担
金
以
外
の
医
療
費
＝
７
割
）は
会
社
等
の
健
康
保
険
か

ら
の
交
付
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

▽
正
し
い
適
用
が
な
さ
れ
な
い
と
国
保
が
負
担
す
る
医
療
費
が
増
大
し
、国
保

税
の
増
税
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

▽
対
象
と
な
っ
た
方
は
必
ず
加
入
の
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

◎
お
問
い
合
わ
せ
　
保
険
課
　
�

62-

１
１
１
７
　
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課 

国
保
退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て 

MANABI NO HIROBA
INFORMATION お知らせ INFORMATION お知らせ 
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■
多
重
債
務
無
料
相
談
会 

　
自
ら
の
収
入
で
返
済
し
き
れ
な
い
ほ

ど
の
借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
必
要
に

応
じ
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門

家
に
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。 

期
日
　
12
月
16
日（
火
） 

時
間
　
13
時
〜
17
時 

場
所
　
秋
田
財
務
事
務
所（
秋
田
市
） 

予
約
受
付
　
12
月
９
日
（
火
）
ま
で
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い 

　
申
込
み
　
東
北
財
務
局
多
重
債
務
相

談
窓
口
　
�

０
２
２-

２
６
６-

５
７
０
３ 

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い 

　「
あ
な
た
の
や
さ
し
さ
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
多
発
す
る
自
然
災
害
や
武
力
紛

争
に
よ
る
犠
牲
者
の
緊
急
救
援
事
業
、

発
展
途
上
国
の
保
健
衛
生
、
災
害
対
策
、

開
発
協
力
事
業
に
役
立
て
ま
す
。 

期
間
　
12
月
１
日（
月
）〜
25
日（
木
） 

受
付
窓
口
　
郵
便
局
、
秋
田
銀
行
、
北

都
銀
行
、
Ｊ
Ａ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
、
日

赤
支
部
・
施
設 

　
　
日
本
赤
十
字
社
秋
田
県
支
部 

　
　
　
�

０
１
８-
８
６
４-

２
７
３
１ 

■
事
業
主
の
皆
さ
ん
、求
人
提
出
の 

　
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す 

　
景
気
後
退
な
ど
の
影
響
を
受
け
ま
し

て
、
お
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
々
が
増

加
し
て
き
て
お
り
ま
す
。 

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
求
人
の
提
出

に
つ
き
ま
し
て
、
是
非
ご
検
討
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹
巣 

　
　
　
　
　
　
　
　   

�

60-

１
５
８
６ 

■
パ
ソ
コ
ン
講
習
会 

期
日
　
12
月
18
日（
木
）〜
19
日（
金
） 

時
間
　
９
時
〜
16
時 

場
所
　
鷹
巣
技
術
専
門
校 

対
象
者
　
企
業
在
職
者
で
エ
ク
セ
ル
の

基
本
操
作
が
で
き
る
方 

内
容
　
エ
ク
セ
ル
の
表
計
算
・
関
数 

定
員
　
10
人（
先
着
順
）
　
受
講
料
　
無
料 

申
込
締
切
　
12
月
８
日（
月
） 

　
申
込
み
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校 

　
　
　
　
　
　
　   

�

62-

１
６
２
６ 

■
県
有
地
を
売
却
し
ま
す 

所
在
地
　
北
秋
田
市
鷹
巣
字
本
屋
敷
33

番
１
《
宅
地
》
４
５
０
９
・
13
㎡ 

予
定
価
格
　
２
９
３
０
万
９
０
０
０
円 

入
札
日
　
12
月
11
日（
木
） 

　
手
続
き
　
県
出
納
局
会
計
管
財
課 

　
　
　
�

０
１
８-
８
６
０-

２
７
３
６ 

■
交
通
事
故
無
料
相
談 

　
事
故
の
被
害
者
に
な
っ
て
困
っ
た
、交

渉
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
等
、交
通
事
故

で
お
困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
専
門
の
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。 

相
談
日
　
月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
） 

相
談
時
間
　
９
時
〜
12
時
、13
時
〜
17
時 

弁
護
士
相
談
　
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日 

弁
護
士
相
談
時
間
　
13
時
〜
16
時
　 

そ
の
他
　
弁
護
士
相
談
は
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。 

　
　(

社)

日
本
損
害
保
険
協
会
・
秋
田

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
�

０
１
８-

８
２
３-

５
９
２
２ 

■
高
齢
者
の
た
め
の
技
能
講
習
会 

　
〜
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修 

期
間
　
１
月
14
日
（
水
）
〜
27
日
（
火
）
の

う
ち
10
日
間 

時
間
　
10
時
〜
15
時
頃
（
終
了
時
間
は

異
な
り
ま
す
） 

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー
他 

対
象
　
就
職
を
希
望
す
る
60
歳
代
前
半

を
中
心
と
し
た
高
齢
者 

内
容
　
子
育
て
に
関
す
る
講
義
、調
理
実

習
、保
育
実
習
な
ど 

定
員
　
20
人（
先
着
順
）　
受
講
料
　
無
料 

　
申
込
み
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　 

�

62-

５
１
５
１ 

 

問 問 問 

問 

問 問 

氏名 
本籍 
住所 
交付 

北　秋　田　太　郎 
 
北秋田市花園町１９－１ 
平成２１年０１月２７日　１２３４５ 

昭和５６年１月２７日生 

平成２６年０２月２７日まで有効 
免許の 
条件等 

中型車は中型車（８ｔ）に限る 
運

転

免

許

証

 二・小・原 

他 

二種 

番号 

平成００年００月００日 
平成００年００月００日 
平成００年００月００日 

第　　１２３４５６７８９０１２　　号 

－ － － － 

中
型 

－ 種
　
　
類 － － － － － － 

秋田県 
公安委員会 

秋
田
県 

公
安
委 

員
会
印 

この部分に　　　　　　　が内蔵されます 「ＩＣチップ」 

本籍は　　　　 になります 「空欄」  

見　本 

　
秋
田
県
警
で
は
、
平
成
21
年
１
月
４
日

か
ら
発
行
す
る
運
転
免
許
証
は
、
す
べ
て

「
Ｉ
Ｃ
免
許
証
」と
な
り
ま
す
。 

 

　
①
「
運
転
免
許
証
の
偽
造
変
造
防
止
」 

　
　
Ｉ
Ｃ
免
許
証
は
、
偽
造
変
造
が
極
め 

　
て
困
難
で
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
各
種 

　
犯
罪
を
防
止
し
ま
す
。 

　
②
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
」 

　
　
本
籍
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
登
録
さ
れ
、 

　
空
欄
に
な
り
ま
す
。 

　
③
「
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
」 

　
　
今
後
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
よ
る
金
融
機
関
等 

　
で
の
身
分
証
明
や
、
Ｉ
Ｃ
免
許
が
な
い
と
始
動
し
な
い
自
動
車
な
ど
、
様
々
な
活

　
用
方
法
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
▼
暗
証
番
号
は
、
４
ケ
タ
の
数
字
を
２
組
設
定
し
ま
す
｛
□
□
□
□
・
□
□
□
□
｝ 

　
　
１
月
４
日
以
降
に
免
許
を
更
新
す
る
方
は
、
任
意
の
数
字
（
推
測
さ
れ
に
く
い

　
番
号
）
を
事
前
に
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
▼
暗
証
番
号
は
、
な
ぜ
２
組
必
要
で
す
か
？ 

　
　
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
登
録
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
で
す
。
電
話
会

　
社
、
銀
行
、
レ
ン
タ
ル
店
等
の
窓
口
で
身
分
証
と
し
て
使
用
す
る
場
合
に
、
今
後

　
暗
証
番
号
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、「
暗
証
番
号
１
」で
氏
名
、

　
生
年
月
日
等
、「
暗
証
番
号
２
」で
本
籍
、
顔
写
真
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

　
※
平
成
21
年
１
月
４
日
以
降
で
も
、
現
行
の
免
許
証
は
お
使
い
に
な
れ
ま
す 

　
※
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
に
伴
い
現
行
の
手
数
料
に
４
５
０
円

　
　
加
え
た
額
に
な
り
ま
す 

◎
お
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
県
警
察
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
　
�

０
１
８-

８
２
４-

３
７
３
８ 

Ｉ
Ｃ
免
許
証
の
メ
リ
ッ
ト 

Ｉ
Ｃ
免
許
証
は
暗
証
番
号
が
必
要
で
す 

そ
の
他 

暗
証
番
号
１ 

暗
証
番
号
２ 

問 

農業者年金の６つのメリット 

◆積立方式なので、年金額が加入者や受給

　者の数に影響されない安定した制度です。 

◆国民年金第１号被保険者で、農業に従事

　する60歳未満の人は誰でも加入できます。 

◆農業経営の状況や老後設計に応じて、自

　分で保険料を決められます。 

◆農業者年金は生涯支給される終身年金です。 

◆認定農業者や青色申告者など、一定の要

　件を満たす人には保険料助成措置があり

　ます。 

◆保険料は社会保険料控除の対象となり、

　節税効果があります。 

◎申込み・お問い合わせ 

　市農業委員会事務局　　�62-6609 

　鷹巣町農業協同組合　　�62-3700 

　あきた北央農業協同組合　�60-4111

農家の皆さんへ 

「農業者年金」に 
加入しましょう 

家族みんなで参加しよう！ 

第28回 

～輝け！未来と君の汗～ 

元旦マラソン 元旦マラソン 

１ １ /
（木） 

参加受付　9:00～（開会式9:50） 

スタート　【２㎞】10:30　【４㎞】10:50 

集合場所　市中央公民館 

参 加 料　300円（ゼッケン代として当日納入）  

申込期限　12月24日（水）　※当日参加も

可能ですが、完走証に名前が記入されません 

◎申込み　鷹巣体育館  � 62-3800 

　　　　　　　　　　　　62-3801

★チャレンジコース４㎞ 
★ファミリーコース２㎞ （ ） 市役所 

本庁舎周辺 

秋
田
内
陸
線
利
用
の

秋
田
内
陸
線
利
用
の 

秋
田
内
陸
線
利
用
の 

呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す

呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す 

呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す 

《
呼
び
か
け
例
》 

　
▽
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
票
に
内
陸
線
乗
車
の
呼
び
か
け
文
を
書
き
添
え
る 

　
▽
年
賀
状
に
内
陸
線
乗
車
の
呼
び
か
け
文
を
書
き
添
え
る 

　
▽
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
に
内
陸
線
の
利
用
を
呼
び
か
け
る 

《
呼
び
か
け
文
例
》 

　
『
乗
っ
て
残
そ
う
秋
田
内
陸
線
』 

　
『
み
ん
な
が
乗
れ
ば
元
気
に
な
る
秋
田
内
陸
線
』 

　
『
湯
っ
こ
は
の
ん
び
り
秋
田
内
陸
線
の
旅
』 

　
『
秋
田
角
館
駅
か
ら
鷹
巣
駅
ま
で
北
東
北
１
０
０
㎞
の
旅
』 

　
『
春
は
角
館
武
家
屋
敷
の
桜
、
冬
は
森
吉
山
樹
氷
を
秋
田
内
陸
線
』 

ないりっくん 

僕にたくさん 

乗ってもらえる 

よう、みんなに 

ＰＲしてね！ 

◎
お
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
内
陸
線
再
生
支
援
協
議
会
　
�

82-

２
１
１
１ 

問 

図
書
館
の
お
は
な
し
会
 

◆
鷹
巣
図
書
館
 

『
お
は
な
し
で
て
こ
い
ス
ペ
シ
ャ
ル
』 

日
時
　
12
月
20
日（
土
）　
14
時
〜 

場
所
　
市
文
化
会
館 

内
容
　
い
つ
も
の
お
は
な
し
会
の
ス

ペ
シ
ャ
ル
版
で
す
。
人
形
劇
な
ど
楽
し

い
お
話
し
が
た
く
さ
ん
で
て
く
る
よ
！ 

　
　
鷹
巣
図
書
館
　
�

62-

３
３
１
１ 

◆
合
川
公
民
館
図
書
室 

『
ハ
ッ
ピ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
会
』
 

日
時
　
12
月
21
日（
日
）　
10
時
〜 

場
所
　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
楽
し
い
人
形
劇
や
お
い
し
い

料
理
づ
く
り
を
す
る
よ
！ 

　
　
合
川
公
民
館
　
�

78-

２
１
１
４ 

子
ど
も
た
ち
大
集
合
！

子
ど
も
た
ち
大
集
合
！
 

子
ど
も
た
ち
大
集
合
！
 

問 問 

平
成
21
年
１
月
４
日
か
ら
発
行
さ
れ
る 

さ
れ
ま
す 

「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
」

「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
」 

「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
」

「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
」 

「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
」 

ア

イ

シ

ー 

運
転
免
許
証
は 

参加者募集 

MANABI NO HIROBA
INFORMATION お知らせ INFORMATION お知らせ 
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（診療時間 午後６：３０～９：００） 

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15

曜 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

電話番号 

63－0105 

62－1101 

62－1400 

62－1155 

62－1455 

62－2261 

63－0515 

60－1055 

69－5300 

62－1210 

63－2700 

62－1455 

69－7311 

62－2882 

62－1146

医 療 機 関 名  

佐々木産婦人科医院 

盛 岡 外 科 医 院  

石川耳鼻咽喉科医院 

近 藤 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

津 谷 内 科  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

うえだクリニック  

毛利整形外科クリニック 

鷹 巣 病 院  

たむら内科クリニック 

北 秋 中 央 病 院  

児玉内科クリニック 

藤 原 医 院  

奈 良 医 院  

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

お
誕
生
お
め
で
と
う
 

 
 
 
ご
ざ
い
ま
す
 

佐

藤

風

龍

 
 

本
城
谷
海
音
 

佐
々
木
裕
人
 

佐
藤
ち
ず
る
 

元

町

 

高
野
尻
団
地

 

花
園
町
 

川

井

 

二
男
 

二
女
 

長
男
 

長
女
 

実
伸
 

竹
則
 

光
明
 

憲
夫
 

智
子
 

沙
耶
花
 

寿
子
 

敬
子
 

ふ

う

た

 

み

お

ん

 

ゆ

う

と

  
ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 （

 
（
 

（
 

（
 

）
 

）
 

）
 

）
 

お
知
ら
せ

 

■「
人
権
週
間
」に
特
設
相
談
所
を
開
設

　
12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
は
「
人
権

週
間
」で
す
。 

　
近
隣
と
の
争
い
、
子
ど
も
や
高
齢
者

の
虐
待
、
い
じ
め
や
体
罰
、
登
記
・
戸
籍
・

扶
養
等
の
問
題
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

な
ど
の
人
権
侵
害
に
つ
い
て
、
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
を
受
け
、
被
害
救
済
の

た
め
適
切
な
処
置
を
と
り
ま
す
。 

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。 

開
催
日
・
場
所 

▼
12
月
５
日（
金
） 

　
大
阿
仁
出
張
所
�

84-

２
３
１
１ 

▼
12
月
７
日（
日
） 

　
中
央
公
民
館
�

62-

１
１
３
０ 

▼
12
月
８
日（
月
） 

　
四
季
美
館
�

75-

３
１
８
８ 

▼
12
月
９
日（
火
） 

　
老
人
憩
い
の
家「
こ
と
ぶ
き
荘
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
�

78-

３
４
８
０ 

時
間
　
10
時
〜
15
時 

　
　
法
務
局
大
館
支
局 

　
　
　
　
�

０
１
８
６-

42-

６
５
１
４ 

の納期限 

市立　　　図書館 

上杉あいターミナル　　�７８－９２９０ 

開館時間９：００～１７：００　※は鷹巣図書館のみ休館 

ひまわりの家　　　　 �７８－４０２５ 

鷹　巣 
森　吉 

鷹巣 �６２－３３１１ 

開館時間９：００ ～１７：００ 

森吉 �７２－３１９２ 

開館時間８：３０ ～１９：００ 

※１、※２、３、１０、１７、２１、２３、２４、２９、３０、３１日 

６、７、１３、１４、１５、２０、２１、２３、２７、２８、２９、３０、３１日 

１、８、１５、２２、３０、３１日 

1 2 月 の 休 館 日  

慶
弔
だ
よ
り
 
11
月
１
日
〜
15
日
届
出
分 

税 

　

谷

良

徳

 

奈

良

紗

耶

子

 

よ

し

の

り

 

さ

や

こ

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

あ
け
ぼ
の
町
 

本
城
御
嶽
 

（ 

熊

谷

信

博

 

三

浦

洋

子

 

の

ぶ

ひ

ろ

 

よ

う

こ

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

前

山

 
 

三

種

町

 

（ 

武

藤

清

文

 

山

本

恵

美

 

き

よ

ふ

み

 

め

ぐ

み

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

糠

沢

 

糠

沢

 

（ 

奥

山

　

修

 

九

嶋

さ

つ

き

 

お
さ
む
  　

さ
ん 

　
さ
ん 

大

渕

 

鶴

田

 

（ 

12月25日まで 

国民健康保険税　第６期 

三

浦

正

人

 

千

葉

い

ず

み

 

ま

さ

き

 

 　
さ
ん 

　
さ
ん 

前
田
駅
前 

仙

北

市

 

（ 

固 定 資 産 税 　第４期 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(
　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

(

　
歳) 

(

　 
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

(

　
歳) 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

 

山

本

ヱ

イ

  

佐
藤
繁
一
郎  

三

澤

冨

貴

  

斉
藤
フ
ジ
ヱ  

畠
山
ト
ク
ヱ  

畠

山

　

清

  

小
笠
原
茂
久  

福

岡

ミ

ワ

  

成

田

ユ

ミ

  

中

嶋

良

子

  

三

澤

忠

藏

  

櫻

庭

文

信

  

三

浦

ナ

ツ

  

杉
渕
忠
治
郎  

櫻

田

ユ

キ

  

佐
藤
ミ
チ
ヱ  

近

藤

鐵

治

  

三

浦

健

藏

  

工

藤

榮

吉

  

北

林

貞

夫

  

吉
田
　
太
郎  

岸

野

良

子

  

佐
々
木
キ
ミ  

加

賀

谷

忠

  

西
根
ナ
ヲ
ヱ  

　

堰

リ

ン

  

元

町

   

糠

沢

   

大

堤

   

前

山

   

新
田
中   

舟

場

   

前

山

   

米
代
町   

深

関

   

舟

場

   

大

堤

   

蟹

沢

   

新
田
中   

合

川

   

東
根
田   

川

井

   

桃

栄

   
三
木
田   

米
内
沢
駅
前 

学
校
通
り  

神

成

   

五
味
堀   

阿
仁
荒
瀬  

阿
仁
銀
山  

阿
仁
幸
屋
渡 

阿
仁
幸
屋
渡 

95 78 88 79 92 75 79 74 87 80 81 76 99 

 

ち
ゅ
う
じ
ろ
う
 

 

 

 

 

 

 

て

つ

じ

 

け

ん

ぞ

う

 

え

い

き

ち

 

さ

だ

お

 

と

く

た

ろ

う

 

り

ょ

う

こ

 

 

 

 

た
だ
し
 

 

 

 

 

 

  

 

は
ん
い
ち
ろ
う
 

ふ

き
　
 

 

 

 

 

 

 

き
よ
し
 

し
げ
ひ
さ
 

 

 

 

 

 

 

り

ょ

う

こ

 

ち
ゅ
う
ぞ
う
 

ふ

み

の

ぶ

 

 

 

  

88 92 85 73 90 88 67 77 58 98 62 88 86 

 

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
 

お
二
人
の
前
途
を 

　
　
　
　
祝
福
し
ま
す 

杉

渕

　

誠

 

梅

井

悦

子

 

ま
こ
と
 

え

つ

こ

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

増

沢

 

西
陣
場
岱
 

（ 

村

田

幸

弘

 

森

岡

恵

理

奈

 

ゆ

き

ひ

ろ

 

え

り

な

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

元

町

 

松

ケ

丘

 

（ 

【
土
地
の
表
示
】
 

①
北
秋
田
市
八
幡
岱
新
田
字
林
岱
85
番
６

〈
宅
地
〉４
５
０
・
08
㎡
 

②
北
秋
田
市
八
幡
岱
新
田
字
林
岱
85
番
７

　
　〈
宅
地
〉４
９
６
・
72
㎡
 

【
入
札
参
加
受
付
】
 

　
12
月
８
日（
月
）〜
12
月
11
日（
木
） 

【
入
札
会
】
 

　
期
日
　
12
月
15
日（
月
）
 

　
時
間
　
午
前
９
時
〜
 

　
場
所
　
合
川
支
所
第
二
応
接
室
 

◎
お
問
い
合
わ
せ
 

　
合
川
支
所
企
画
総
務
課
 

　
　
　
　
　
　
　
　
�

78-

２
１
０
０
 

市
有
財
産
（
土
地
）
売
却
の
お
知
ら
せ
 

　
市
税
滞
納
者
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
で
は
12
月
を「
滞
納
整
理
特

別
強
化
月
間
」
と
し
て
、
市
税
滞
納
者

へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。
 

　
特
に
、再
三
の
催
告
に
も
応
じ
な
い

滞
納
者
に
対
し
て
は
、新
た
な
対
策
と

し
て
、タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク（
自
動
車
差
押
）

を
実
施
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、財
産
調
査
お
よ
び
、財
産（
給

与
・
預
金
通
帳
・
生
命
保
険
・
不
動
産
等
）

の
差
押
も
強
化
し
ま
す
。
 

《
税
務
課
で
は
、
納
税
相
談
を
随
時
行

い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
》
 

◎
お
問
い
合
わ
せ
 

　
　
　
　
税
務
課
　
�

62-

１
１
１
５ 

『
滞
納
整
理
 

 
特
別
強
化
月
間
』
 

問 
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間 

12
月
10
日
〜
16
日 

　
拉
致
問
題
等
、北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。 

《
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案
に
つ
い
て

情
報
を
お
持
ち
の
方
は
…
》 

　
　
秋
田
県
警
察
本
部 

　 

�

０
１
８-

８
６
３-

１
１
１
１ 

問 

MANABI NO HIROBA
INFORMATION お知らせ INFORMATION お知らせ 

①南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13-2 

　・簡易耐火造２階建★３ＬＤＫ　浴槽・釜なし 

　 月　額　17,400円～28,900円 

　・簡易耐火造２階建　２ＤＫ　浴槽・釜なし 

　 月　額　10,300円～12,800円 

②サンコーポラスなかたい住宅★ 

　　　　　　　　　  ･･･鷹巣字東中岱51-1 

　鉄筋コンクリート造５階建　３ＤＫ 

　月　額　43,100円　共益費　800円 

　その他　駐車場使用料　3,000円 

　〔募集戸数〕 

　１階…１戸、３階…１戸、４階…４戸 

※★印の住宅は単身入居不可です 

※②住宅の１階には、加齢や身体の障害等

　で階段の昇降に支障がある方の入居に限

　ります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【敷　金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金） 

【入居資格】 

・収入基準を満たすこと 

・住宅に困窮していることが明らかなこと 

・公租公課を滞納していないこと 

・その他、窓口にて簡単な調査があります 

【申込方法】　都市計画課または各支所まで 

【募集期間】　12月２日（火）～12日（金）土日除く 

◎お問い合わせ　 

　都市計画課　�６２－６６４１ 
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秋田え～どご１００ 応募期限平成２１年１月９日（必着）

秋田内陸線

綴子大太鼓

北欧の杜公園から見た森吉山
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阿仁スキー場 

１２月１２日(金)
オープン!!

阿仁スキー場 

８２-３３１１
インターネットでも申し込みできます。

http://www.aniski.jp

１２月１２日(金)
オープン!!

とってもお得！「前売りリフト券」をご利用ください。 とってもお得！「前売りリフト券」をご利用ください。 

　阿仁スキー場では２００８・２００９シーズンのお得な

前売りリフト券を発売しています。

　１日券の引換券５枚つきで１セット１０，０００円です。

◆販売期間　平成２０年１２月２０日（土）まで

◆利用期間　平成２０年１２月１２日（金）〜

　　　　　　平成２１年３月２９日（日）まで

　阿仁スキー場では２００８・２００９シーズンのお得な

前売りリフト券を発売しています。

　１日券の引換券５枚つきで１セット１０，０００円です。

◆販売期間　平成２０年１２月２０日（土）まで

◆利用期間　平成２０年１２月１２日（金）〜

　　　　　　平成２１年３月２９日（日）まで

◆シーズン券申込受付中！詳しくは阿仁

スキー場までお問い合わせください。
「阿仁のゴンドラで行く樹氷観賞」

《観賞期間》平成２１年１月１０日（土）

※ゴンドラ料金等は次号に掲載します

〜３月８日（日）

　秋田県では、「秋田え〜どご１００」と銘打ち、

県内の美しい景観の写真と、その景観についての

エピソードを募集しています。あなたがみんなに

「見せたい」「自慢したい」「何度見ても飽きない」

景観をご応募ください。対象は次の５種別です。

㈰「自然景観」

㈪「農山漁村景観」

㈫「歴史・文化景観」

㈬「街並み景観」

㈭「都市景観」

▽写真コンテストではありません▽誰でもその景

観を見に行けるように広く一般に公開しますので、

道路のないところや危険を伴う場所等はご遠慮く

ださい▽入選した写真等は、県の景観関連事業等

で使用されます。

■応募・お問い合わせ先

秋田県都市計画課「秋田えーどご１００」事務局

〒010-8570秋田市山王4-1-1　�018-860-2442

E-mail:Toshikeikakuka@pref.akita.lg.jp

山岳、湖、海岸など

農山漁村の営みを感じさせる景観など

伝統行事、歴史、文化など

道路、住家、商店街など

公園や近代的な建築など

◆募集要項と応募用紙は県のホームページからダウンロードで

きます（アドレスを下記に記載）。用紙は北秋田市役所広報情

報課（本庁舎２階）にも置いています◆どなたでも、一人何点

でも応募できます。ただし、写真は平成１８年以降に撮影した

ものに限ります◆写真のサイズは２Ｌ版まで◆応募用紙に必要

事項を記入し、写真と一緒に送付してください◆電子データで

の応募可（Jpeg形式、4MBまで）◆選定された応募者の中か

ら抽選で１０人に３千円相当の記念品がプレゼントされます

■秋田県都市計画課ホームページ

http://www.pref.akita.lg.jp/tosi/

北秋田市にも“えーどご”

がいっぱい！景色、

民俗芸能、

内陸線・・。




